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中級クラズの速読指導










ア プ ロー チ
0.ば じめに
本稿は,1990年度 日本語専修課程の中級クラスにおける速読指導の実際
を紹介しながら・ 中級 日本語クラスにおける速読指導の可能性 の一部を考
究 しようとするものである。紙福の関係で中級2ク ラスにおける教授経験
の分析が中心 とならざるを得ないが,同 じような指導法を中級1ク ラスで
も実践した。それについての報告は,別 の機会に譲ることとするが,副 教




れや クラス変更の学生が相次いだ締果・都 日95名 の学生が 最終的に16
名に増加 して,本 稿執筆時も進行中で あ る。学生の国籍 は,ア メリカ5
名 ・ドイツ3名 ・韓国/カ ナ ダ2名 に スイ ス/オース トラリア/イ タリ
ア/中 国各1名 であ り,非漢字系学生中心 のクラスである。このうち,春















































表 による と読解 担当 の教 師が3名 い るよ うに見 えるが・実 はこの3名 は
一2一
異な る内容の授業を しているので あう.筆 者 は速読担 当で 中沢氏 と守屋 氏
は 精 読担 当であり,さ らに 中沢氏は 文 レベル の 文法知識を 必要 とす る精
読,守 屋氏 は文章 ・段 落 レベルの精読 を指導 してい る.し たがって,5名
の教師 は全員指導項 目が異な って いる1)と考 えて よい。
読解 の授業 には,目 本語 研究教育 センター編 の 『外 国学生用 目本語 教
科書 中級II』 を 主教材 として使用 した、 ただ し,読 解担 当教 師問で の
課 の割 り振 りは,第1課 か ら順次割 り振 る方 式で はな く,教 師間で担 当項
目の打 ち合 わせ を した際 に,速 読 ・精 読それぞれ の目的にあ った ものを検
討 して決定 した もので ある。 その結 果,速 読担 当の筆者 が第6・10・11・
13・22・24の各課)精 読 ・文法担当 の中沢氏ボ第2・4・15・16・17・23
の各課 精 読担 当の守屋氏 が第7・9・12・19・20・25の各課 を,そ れ ぞ
れ扱 うことにな った。
2.速 読指導 の方法論:コ ミュニ カテ ィブ ・デプ ローチ
筆者 は,1990年度 め中級1・2の 両 クラス とも速読 を担 当 したが,そ れ
は専任教員 の 「中級教授法研究会」 の構成員 として,試 用版 の 了外 国学生
用 日本語教科書』 の 『中級 亀 および 『中級II』 を使 って みな けれ ばな
らない立場 にあづた のと同時 に7こ の数年来研究 してきたコ ミュニ カテ ィ
ブ ・アプロ`チ による速読指 導の可能性 を検証 して み るためで もあった。
筆者 が速読指 導 をコミュニ カテ ィブ ・ア プローチ(以 下 「CA」と略)の
観点 か ら考 えるよ うになったのは,1985年か ら日本語教育学 会主催 の 「日
本語教育研修会琿 論課程」 において 「読 む こ との指 導」 につ 吟て講義 す る
よ うになってか らで ある。 それ以前 にも,種 々 の教授法 ρ中で読解 の教 授
法 として はCAが もっ とも有効 な もので はないかとい う感想 を抱いて い
たが,「研修会」 の講義 のテキス トとしてGrellet(1981)を使 い,そ こに
1)な お,担 当教師同士は授業内容について基本的に連絡 しあ わ な:い。ただ し,
互いの授業活動の参考にな口そうな情報は随時交換することにしてあ 番。例えば,
読解教材の題材が学生の興味を引くものであれば,「会話(口頭表現)」のクラスで討
論材料 として と勢あげたらどうかとア ドバイスする,rといったようにである。
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挙 げられ ている,具 体的 な読解練習例 を検討 してか らは,・読解 授業担当 の
機会 があるたび に可能 な筆 囲で応用 を心 がけて きた2}。・その間 に,・日本語
教育界一般 でもCAに ついて の研究 が盛 んにな 窮 教 材.も発 表 され出 し
た3〕ので,さ らにそれ らを参考 に応用 実践 の機 会 を待 ち望 んでい た ところ,
今回の中級 クラス担 当によ り.それが実現 した とい うわ けで ある6CAに お
け る読解指導 の考 え方 とそ の応用 の可能性 ・妥当性 にっい ての詳組 な考察
ぽ,、創稿 に譲 らなけれ ぱならないが,筆 者 が.CAの 速 読指 導(の 応用 に




きることが示 されている,こ れによって,外 国語文の読解に対する無用の緊張








の活用によ味 知 ・未習の語彙め意味の類推がきくようになった り,読解のた
めに意昧を調べる必要のある語彙かどうか見きわめられるようになり,速読力
養成につながる。その結果,辞 書を引 く時問など漆節約でき,結 果的にピ定時
間内で読砂るものの量が増大する。
(劾.目教科書以外の読み物 を読む時間ができう1読 むものの量 を増加させ得う晦










・書本文の内容を絶対視 したり,逆 にそれに極度に反発 したりするような事態 を
避けること・力二できる。
(5)語彙の学習量が増大 し,定着が図れ る;教 科書本文の内容に関連した資料
翫 むこと鳳 っも.同 一のあ'ういは嘩 睡 譲 が⑰ ⇒・えし目に入る磯
性瀞高まり,語彙 を文脈の中に位置づけ七理解すること漆可能になる。これに
よっ℃ 個々の語句や表現の意味がより正確に理解できるようにな り,語彙の
定着が期待できる。語彙量が増大すれば そ 紅に比例して漣読力 も増すよ、うに
なり,相互に循環する作用が期待できる。
(6)「読む」.対象が文章からイラス トや図衰 ・グラフにまで広がる;CAで は,




(7)「読む活動」を 「開 く」「話す」「書 く」など他の技能を使 う活動へつなげや
すくする=CAで は,何 かを読むことは,そ れにっいて話 したり書いた りする




筆者 渉読解教授法を摸索してCAに たど釦着いためは,中 級 と上級 の
学生の目本語力が主 として読解ヵに現れるという経験的認識から,日本語
中級教育の主要課題 として読解力㊨養成 を考えていたた めで あ るが・事
実,CA採 用ほ,中級学生の二rズ と日本語力 のレベル に関する条件 とき
わめてよく合致す㊧と言い得るのである。
本センター専修課程中級の学生 は,応募学生 についてはほぼ全員 がいわ
ゆる 「日本学」専攻で あるが,委 託学生や大学院予備課程 の学生 には経
済 ・商学 ・理工関係の専攻の者も多い。したがって,教 材を文学作品や歴
4)Grellet(1981)pp・4-5,pp・17-19に基 本 的 な ス キ ル の紹 介 が あ る。Omaggio




史研究論文な どの範囲 に限定 して,い わゆ喬speci且c'叩edsを満足 させ る
よ うな指導だ けを続 けるわ けにはいかない。一 方,中 級学生 の秋 学期 開始
時 日本語読解力 を観察 してみ ると,個 人差 は あ る も の の,お お む ね は
ACTFLの`ボprofeciencyGuldelines"で"Advanced"のレ苓ルに あ
る ものと思 わ れ る。 した が って}中 級終了後 は読解力 が"Advanced-
Plus"のレベル に,・そ して上級課程 に進 んでは・"Superi6f'のレベル6》
に到達す るこ とが 目標 とな るだろ う。
曽うしてみ ると.,・本 セ ンター中級 の学生 は,中 級2の 終 了時 まで に 「一
般 的な読者 を想 定 して・ 事実情報 につ いて既 習の文法構造 で書 かれた・数
パラ グラフの長 さ文 章であれぱ,主 要 な論点や 事実関係 は読み取れ るが,
詳細はっかみ きれない」 とい うレベル か ら 「自己の興味 あ る題材 について
書 かれた ものな ら,論 点が抽象 的で,文 章 の構造 が複雑で.,文化 的な背景
についての知識 が必 要で も,あ る部分 は理解 できるが,文 体 や特 定の表現
か ら生 じるニ ュァ ンス については誤解 を起 こ し得 る」 とい う レベ ル ま で
に,少 な くとも到達 していなければな らない。 このよ うに,一 般的 な題材
か ら専門的 な題材 へ,事 実関係 か ら抽象的 な論点 の理解 へ,文 化 的 な背景
にっいての知識 が必要 ない ものか ら必 要 なものへ と読み避 めるよ うになる
た めには,多 様 な文体 の,さ ま ざまな題 材 の,あ る程度 の長 さのある文章
を,一 定以上 の量読み,そ れ らすべてが基本的 な部分で は理解 で きるよ う
になってお く必 要 があるだろ う。 主教材 として教科書一冊 だけで は,こ の
要請 に応 じられ るとは思 われない ので,教 科書 とともに相 当量 の副教材 を
読 み こなさなけれ ば練 習 に な らない。 そのためには 「速 く読む」 とい う
ことが どうして も必要 になって くる。前節 で述 べたCA応 用へ の期 待 は,





CAの 読解指導へ の応用 に関 して,第2節 で述べ之 よ うな期 待を実現 さ
せ るた めには,授 業 の間やその前後 において さま ざまな ことを しなけれ ば
な らない。 例 えば,学 生 にどの よ うなreading・strategyがあるかを}前
もって あるいは 練習 のたび ごとに説 明す 番8〕,学生 の読解 ス ピー ドを追 跡
調 査す る,他 の教師 の授業 との関連づ けを行 な うな どとい っ た こ とで あ
る。 しか し,今 回 の応用実践 では主教材 自体 が初 めて使用す るものだった
とい う こ と も あ り,あ るべ き教授作業 を十全 にはな し得 る余裕 ボ なかっ
た。 そこで,今 回 は,読 む対象 とす べき材料 として どんな文章 を選 択す る
か,そ して それ を どう扱 う、かを応用実践 の中心 に据 えて考察 した。
4-L教 科書学習課 の選択
まず,教 科書 か らどの課 を選 んで読 ませ るか とい うことで あるが,お お
むね次の ような基準 を もって選 定に当た づた。






(2)語彙びむずかしくないものi語 句や表現の意味確認のた めに,辞 書 をひい
た堕教師に質問した堕する回数 が少なくなるようなものを選んだ。ただし,文






Iines'ンの読 解 力 の記 述 の うち``Advanced"から 匹一Superior"まで の部 分 を引 用
す る、 た だ し,現 在 の"GuヱdeLines"では,日 本 語 の読解 力 に関 して の有 効 な 評
価 基準 が確 立 して い な い ので,本 セ ンタ ー の 中級 学 生 が どの レベ ル か は測 定 ボ で き




































8)伊 藤 ・〈1990)(19警1)は窄 不 トラテ ジー教 育 と読解 指 導 の 関係 を具 体 的 に考 察
した もの で,参 考 に な る、Q.騨ggio(1986)pや・・170-173にもス トラ テジ.一教 育 にっ
い て の説 明 が あ るo
8
にそ ぐわない。 この理由から論説文 ・説明文を多く選び1目物語 ・随筆は排除し
・菟 』目目「苧・』』[・r、.
④目目趣 賜9読 み敦材の請騨2な げやす掌}も..④.類以の醗 の他9文動
手に入 りやすいもの,教 科書の本文だけでは題材 となっている享柄にっいての
情報が十分でな"もめを選ぶよう・にした。 これ によってテキスト間の比較が可
能になるか らである。
『外 国学生用目 石 本語教科書,中 級II』.を主教 材 とした.中級2で は,前
節で 紹 介 した ように第6・10・11・13・22・24の各課 を'選ん だ駐)ので ある
が,こ れは以上 の基準 によるものであ る。
4-2・・.ジ教科書本文の位置づげ
中紐2毎遠読疫業で=は,選択 した教科書各課の本文はヂそこか ら発展 さ
せて1類 似め内容の速読練習用副教材を読訟た融に挙要な基本的な情報を
与 える弘りと レて位置づけたp・っま り,..敦科書本文の談解作業 は,速読練
習の予備作業になるのである。筆者の担当授業は週2'コマであるが,.教科
書の離,1監2目離 塑 週剛 翻 嘩 卸量2コ鴨 尊 塾 当て呼
φ4コ目マ奪』もうて羊教材・副教栃共這の話顎で数種類脅7キ.ズトを読むと
ヤ・う授業 と1し孝 わけである。教科書の読解作業 自体 も,C奏 にま.る速読の
玄キルを応用砺 その有効性を印象づけるよう図った。そめために,学生
餌 「珊 齢 榊;ね 漢 励 ・.騨のテキ朴 を・辞書と単辮 説
の助け葬借.りてそ殉場ざ訪みこ参34.¥¥?E?ﾉﾏ?ﾉ?I?ﾈ?ﾔ??{?ｬ?ｷ?驪?､?
ﾉし た 。
9)各 課 の題 巨と内 容 の 略述 は,以 下 の とお り。
第6課 ～,,π茸界の名言、.;揖界史上 の著名 人の名言 についての解説
第1q誤.r統計的な誤 り・:統 計に よって事 案を解釈す 母ときめ危険性 につ辱て
第11課 「りれ うご く大地」=プ レー ト珪讃 による地震発生の メカ ニズ ムの説明
1目第!3課 ・.1「目本入の姓 上;地 域 別に見 た 日本人 の姓 氏の分布 につい て
第2～課.「巨本の名言」;日 本史上 の箸名 入の名言 に?避 ての解 説
第24課 「敬語の現 状 と将来 」=題 目の話題 につ いての知轟入の座談会
な お,目目r外国学 生 用 日本 語 教 科 書 中級'1』 を主 教 材 と した 中 級1目で は,同 じ基
準 で第1・3・5・6・9・1D・15の各課 を選 ん だ。
9
4-3.・速読作業 の手順
以下 に,教 科書第6課 を例 として・教科書本文 の速読作業 の手順 の一例
と して繹介 す る。第6課 は,,.「世界 の名言 ユ と題 きれ,丸 山平和著 『世界 の
名言101集』(1984年・借成 社)か ら笠信太郎 ・ソクラテス ・ナポ レオ ン・
エ ジソンの名言 につ いて の部分 を抜 き出 した ものであるが,ご こで はナポ
















で,ま ずこの地図は何か,何 のためにここに載せ られているかを考えさせる。






ついては,次 のような コメントが得 られた=① ナポレオンのこの名言は進軍
中のものであるらしいが,書 かれた記録に残 っているのか ど うか。② 「風雲




教 科書各課本文 の扱い は,文 章 の内容や構成 によ って多少 の差異 が生ず
る ものの,お おむね以上 のよ うな ものになる。特 に,本 文 が何 につ いて の
文章 であ り・.それ はどうい う書かれかた奪 してい 為もので あ る と類推 で
き,し たが って どうい うことを中心 に読 み取 るべ きか とい う,速 読作業全
体 の第一段 階 の部分は,CA読 解スキルで は"previewingう'とか"an-
ticipation"と.か呼 ぱれ う もの1D)で}テキス トを速 く正確 に読なた めの前
提条 件 を作 り出すスキル として,読 解指導一般 で重視 されるべき もので あ
ろ う。なお,本 文 に対 す る学生 のコメン トは}読 解 の副教 材 を選んだ り本
文 の理解 を討 論 に発展 させた りす る際 に貴重 な参 考材料 とな ってい る。
5・ 副教材の扱いかた
前節で述べたように教科書の本文読解が終了した次の週には,2コ マの
副教材読解 の授業が続 く。ここで使用 した副教材は,CAに よる速読練習
のために筆者が独自に作成 したものである。素材 としては,ぺ 一パ}バ ッ
ク類を含む市販の単行本から適当な部分をコピーして活用 した。読解教材
のauthenticityを重要視するCAの 理念11ンに従い,平易に書き書えたり,
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『伝 記 入 物 事 典 日本 編』・西 山敏 夫 他 著 ・1971・保 育 社(pp.8σ一
81/pp.86-87/pp.io2-1〔)3)
『名 言 の 内側11∵外 山滋 比 古i目・1990・'日本 経 済新 聞社 く9p・70-71)
『日本 古 典 文学 傘 集51連 歌 論 集!熊学 論 築 俳 諦 集 』・正967・・岩 波
書 店 ・(PP・.287-2gq)...
目『日本 入 と中 国入 め敬 藷 行 動 め対 照言 語学 的 研 究 』・荻 野 綱 男 編 ・
1986・三 元社(PP.11-16〆PP,27-30)
目『敬 語講 座 第8巻 世 界 の敬 講 』・南 不 二 男 値 編r!974・明 治 書 院
(PP.32守35/PP,212-Z王3).
焼 学㌍ 雛 融 酉門尊鞭 鵬7f鯨堂臓 ゆ 難
369)
これらの素材は,必要部分をコピー したあと設問用紙 と組み合わせてそ
のまま教材≧,レて使むれた り,,適宜切 り貼 り.1書き込みなどを して教材の






る。な粒 設問の内容 が誤解 された弧,必要な避読スキルが分牟らなかづ
たりする危険を避 けるため・ 授業時問中に完了 しなかったもの も除いて・
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課題:教 科害の本文 と配布 された資科とを読み比べ・次の表を完成させよo
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基 本的 にい っさレ.・の宿題 を課 していない。
5-2・副教材 の指 導手 順
先 に例示 した[教材例1]と[教材例2]の 例 に よって副教 材 の指 導手順 の
一 部を紹介す る。
まず[教材例1]だ が,こ れ には[教材例1qの ような ワーク シー トがつ
いてい る。 このワー クシー トの空欄 を,教 科書本文 と[教材例1]と の比較
をして読み なが ら埋 めてい くのむ融 スクである。 「テキス ト問の比較 」 は
日常 の読解活動で も重要な もののひ とつ であ り,教 科書本文 の読解 結果 を
発展 させ るよい方法で もある ので,第10課 と第24課 以外 のすべて の課で
行われ た。学生 に対す る指導 として は・ まず教科書本文 の理解 に必 要 であ
ったキーワー ドを,比 較す る教材の文章 の中か ら探 し出 させ る。 これ には
≦cam三ngのスキル を活用する ように指導 す る。その後,そ の前後 でどんな
こ とが書 かれて いるか調べ させる。教科書 のキーワー ドが出ていない部分
があれ ば,skim皿ingによってその部分 の概要 を確認 させ る。 これ ぐ らい
の 指導 を してお けば,比 較すべき差異 のおお よその部分はお さえられ るの
で,こ こで空欄 を埋 め弓作業 にとりかか らせ るのであ る。
[教材例21は ゴ① ん⑤ の段落のa・bの 空欄 に入 るべ きことば を文脈 か
ら類推 させ る(たた し,段 落 ① では選択肢 を与 える)タスクで ある。既習
語彙 の量 がさほど多 くない中級学習者 の場合,'deducting,すなわ ち 「未
習語彙 の意味 の類推」 はもっとも重要 な速読 スキルのひ とつ であ る6こ の
タスク は,r未習語彙 の意味 の類推」その もの より も,文脈 を よ く見 る とい
うこ とか ら,そ れ に必要な読書態度 の養成 をね らった ものである。 学生 に
は,各 段落 のskまmmingを中心 に指導す る。・このタスク も基本 的な スキ
ル活用練習 として,第6課 と第11課 以外 のすべて の課で行 われ た。
そ の他 の タスク として は,「 図表 と それ を解説 した文章 の関連 をみつ け
る」(第11課 ・第13課 ・第24課対応)「 バ ラバ ラ に切 り放 した文 章 を再
構成す る」(第11課 ・第 餌 課対応)r古 典語 の文章 とその現代語訳 の関連
をみつ ける」(第22課 対応)な どの種類 を作成 した。 タスク遂行 の作業 は,
一17一
クラス全員で討論 し解答を確認 しなが ら行 う揚合 も'あれぱ・学生の個別作
業にした場合 もあったが,課 が進むにつれて個別作業の時間数が増 えてい
る。
最後に語彙の問題について触れてお く。前述 のとお り,語彙や表現の意
味 ・用法確認で時間を浪費 しないよう,教材の選定に,は注意 したが,未 習
語彙 の意味類推 も練習 とした た め,副 教材用の語彙解説は作成 しなかっ
た。学生には必要のある語彙 ・表現だけ調べるか質問す るように猶導 して
おくので,語 彙解説がないことによる混乱はないと言って よい。 例えば,







的なCA中 級読解授業の実践例であ ろう。 本稿完成時点で,な お学期終
了まで3週 間を残 しているρで・全体の評価をするのは早計かもしれない
魁 ほとん どの学生の問に辞書や教師に安易に頼 らず読解行動を行 うとい
う,「自立 した学習者」への変換が見いだせる。読解 に要する時間も短 くな
り,現時点では目本人の学部学生の読解所要時間と比べて卸,事 実を読み
取るタスクな ら平均L5-2倍の時間で正確にこなせるようになった.
一方,学 期途中での学生の異動が激 しかった り,新教科書に対する準備
が十全でなかった りしたため,さ まざまな課題 を残 したことも否めない。
そのい くつかを以下に挙げてお く。
12」筆者の担当クラスには,教 育学部日本語教育副専攻の学生が,毎 時問数名













今後 は,以 上 の課 題 の克服 と教材 の副教材 の充実 を図 って い くつ も りで
ある。 さいわい,1992年度 の春学期 か らふたたび 中級2ク ラスの担 当 に
なるので新 たな実践に取 り組むと共に,秋学期以降 の上級 の読解指導 にっ
いて も見通 しを立ててみたい と考 えてい る。
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